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◆ 特別掲載 ◆

１．はじめに

　1960年に米国でReal Estate Investment Trust 

Act（REIT法）が制定されたことにより誕生した

REITは、主に多額の資産を有する機関投資家や

富裕層に限られていた不動産投資の機会を個人投

資家にも提供し、投資家のポートフォリオ多様化

に貢献してきた。REIT市場はその後、世界各国

に拡大し、米国を中心に、様々なセクターに特化

したREITが次々と誕生するなど、成長を続けて

いる。REITが不動産の流動性を高める有効な金

融手法として広がる中、各国市場の発展してきた

経緯やセクターの特徴などについて体系的に理解

することは、REIT投資において重要であると考

えられる。

　また、近年、サステナビリティにかかる取り組

みなどをはじめとしたスチュワードシップ活動が

広がっており、グローバルREITにおいても投資

家との対話を通じて、積極的な取り組みが行われ

ている。

　これらを踏まえ、本稿では、グローバルREIT

市場の発展の経緯を整理した上で、各国市場の特
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　REITは、これまで主に機関投資家や富裕層に限られていた不動産投資の機会を個人投資家にも提供し、ポー
トフォリオ多様化に貢献してきた。また、規制緩和やセクター多様化などは、REIT市場拡大の大きな原動力となっ
た。近年は機関投資家を中心にESGへの関心が高まっており、ESGを推進する主体としてREITに期待される役
割は大きい。投資家との対話などを通じて信頼性を高めることは、中長期的な資金流入を促す要因の１つになる
と考えられる。
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